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スポーツ基本法 

 
スポーツを通じて 

「国民が生涯にわたり 
 心身ともに健康で文化的な生活を営む」 

 ことができる社会の実現を目指す 

 



スポーツ機会 
の確保 

健康長寿社会 
の実現 

地域活性化 
経済活性化 

スポーツ基本法 



スポーツ基本法 

スポーツ団体の努力 

スポーツを行う者の、 

権利利益の保護 

心身の健康の保持増進 

安全確保への配慮 



年齢 

競技スポーツ 

子どもの基礎的な身体能力 

スポーツを行い 
大会に出ることも楽しみ 

スポーツ 

健康維持のために運動 

アクティブ 
ライフ 

参考：オーストラリア 
FTEMモデル 

競技陸上 
ウェルネス
陸上 



ウェルネス陸上 

陸上競技を通じて人々を元気に 

陸上競技を通じて地域を元気に 

ランニングを文化に 



約５０大会 

約７５大会 

２０１０年 ２０１４年 

引用元：(株)アールビーズ発行「ランニング関連データ」 



エントリー 

距離・計測 

安全 

ブームで終わってしまう 

・ 
・ 
・ 

自治体の負担 

３０００大会 

公認コース 

公認大会 

未公認大会 

公認大会 
２００大会 



２００２ ２０１４ 

週１回以上 

２１１万人 

年１回以上 

４８３万人 週１回以上 

５５０万人 

年１回以上 

９８６万人 

引用元：笹川スポーツ財団「スポーツライフに関する調査報告書」 

トレーニング不足 

トレーニング過多 

事故・モラル欠如 

継続できない 



が取り組むこと 

ロードレースコミッションの創設 

安心・安全な大会 

正しいランニングの普及 

基準作り 

承認制度 

講習会の実施 

指導者養成 



ランナーの笑顔のために 


